
令和３年度  第２回教師塾  

「認知特性からみた子どもの理解と支援」  

～その子らしさに気づく～  

講師：城南中学校  岸田  丈子  先生（ＬＤ等指導教室担当）  

 

１  期  日   令和３年１０月２７日（水）  

 

２  参加者   約３０名  

 

３  内  容  

はじめに、岸田先生から認識テストの動画の紹介が

ありました。動画は、白と黒の２チームが、入り乱れ

ながらバスケットボールをパスし合うものでした。視

聴前に岸田先生から白チームがバスケットボールを何

回パスしているか数えるように問われ、参加された先

生方は、パスの回数に集中して動画を視聴しました。

視聴後、動画内で何かおかしなことが起きていなかっ

たか問われましたが、白チームに集中していたため

“黒い熊の着ぐるみを着た人がムーンウォークをしている”ことに全く気がつきませんでし

た。この動画から、「意識しないものは、見えにくい」ことを体感し、講演の本題に入っ

ていきました。  

講演の中では、認知（情報処理）のスタイルの説

明がありました。道案内や料理作りを例に、手順を

追って理解することが得意なのか、全体像を見て理

解することが得意なのか、または両方とも得意なの

か、参会者の先生方がご自身の日常の姿を振り返っ

て、自分の認知スタイルを確認していました。そし

て、子ども達も同じように得意・不得意があること

から、それぞれの子どもにどのような支援をすると

よいのか、ＬＤ等通級指導教室で実践されている具体的な例を紹介していただきました。

また、ＷＩＳＣ－ⅣとＫＡＢＣ－Ⅱの概要の説明から、検査結果をもとにした子どもの困

り感への支援の方略を紹介していただきました。  

岸田先生が最後に伝えてくださった「発達特性は才能でもある」ことを忘れず、「同じ

ことよりも違いにこそ価値がある」そのことを大切に考えていければと思います。  

            

                          

            

                  

                     

                 

              

         

                

                         

                                    
                      

                         

                               

                               

                   


